
『利益』 と 『安心』 を生み出す色彩選別機

写真は ＸＣＡ‐Ｎ９０Ｘ TYPE 4

新型カラ選 ＸＣＡ－Ｎ（ワンパス型） ＴＹＰＥ ４ について

新型カラセン

XCA－Ｎ TYPE 4
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●従来型のカラセンの考え
選別精度が低く、異物の混⼊率の⾼い原料を加⼯する際は、①流量を落とす、②通過回数を増やす、③台数を増やす
ことが必要でありました。

●当社の新型カラセンでは、
当社の新型カラセン（ワンパス型）では、従来型より選別精度を各段と⾼め、異物混⼊率が20％の原料に対してでも、
定格流量にて、1回のみの選別で、ほぼ異物を選別除去が可能となりました。
従来型のカラセンの考えの様に、過度に通過回数や設置台数を増やす必要性がなくなり、イニシャルコストが⼤幅削減。
ロット切替時間の短縮、管理する機械点数の削減による維持管理コストの削減に繋がります。
また、新型カラセンでは、従来型のカラセンに附属されている２次選機能がなくても⾼純度率の不良品となり、従来型で
発⽣していた良品もどきの不良品が１次選に戻るというリスクがなくなります。（従来型では、その危険性があることによって、
通過回数、設置台数を増やす必要がありました）

●新型カラセンの経済的メリット
機械点数が減ることによる初期導⼊コスト（イニシャルコスト）の軽減
①ロット切替時間の短縮、②ロス⽶の削減、③機器維持費の削減

と今後のランニングコストの削減に⼤きく貢献します。

新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ（ワンパス型）ＴＹＰＥ４
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従来⽅式カラセン 『従来⽅式カラセン』の課題
●２次⼯程で良品と判断された⽶を１次⼯程に戻し、選別前の原料と⼀緒に再度
選別する⽅式。
●しかし１次⼯程に良品として戻される⽶の中に良品に近い不良品（半不良品
⽶）が含まれ、それが戻ることで不良品混⼊率が徐々に上昇。
●結果として選別漏れのリスクが⾼まります。
また、半不良品⽶は、ロット切り替え毎に機内を循環し続けるお⽶となり、この排出に
⻑時間を要し、最終的には機外へ排出するロス⽶となっていました。

原料

不良品

不良品 良品

フィーダー

2次⼯程 1次⼯程

良品
（半不良
品）

良品
（半不良
品）

弊社新型カラセン

１次⼯程

原料

良
品

不良
品

『新型カラセン（ワンパス型）』により解決
異物混⼊率が20％の原料に対しても、定格流量にて、1回選別で、ほぼ異物を選
別除去可能。
１次⼯程によって弾かれる不良品が⾼純度であり、 ２次⼯程が不要。
更に２次⼯程での再選によって1次⼯程の混⼊率が⾼まる選別漏れリスクを回避。

●不良品の純度率は、⾼純度︕
●ロット切替時のロス⽶ゼロで、切替もハイスピード︕

新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ（ワンパス型）ＴＹＰＥ４
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●新型カラセンのメリット

設置機械点数の削減 ⇒ イニシャルコストの削減

機械点数を削減することにより、導⼊後のメンテナンスコストの削減 ⇒ ランニングコストの削減

⾼混⼊率の原料でも安定的な選別性能を発揮 ⇒ 安定的な製造

原料が機内で循環することがなく、最終の機外排出⽶等の無駄なロス⽶を削減 ⇒ ランニングコストの削減

ロット切替時間が従来機と⽐べ⼤幅に削減 ⇒ ランニングコストの削減

※５、６ページに詳細記載

新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ（ワンパス型）ＴＹＰＥ４
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新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ（ワンパス型） ＴＹＰＥ ４
※異物選別試験データ

XCA-NX型 一粒選別精度（黒米）試験（抜粋）

70％流量時の不良品 90％流量時の不良品

従来のワンパス型では生み出せなかった、

不良品純度率の向上も可能となりました！

異物混入率20％でも安定した選別が可能！
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新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ（ワンパス型） ＴＹＰＥ ４

従来のワンパス型では生み出せなかった、

選別性能向上を実現しました！

原料サンプル

1次不良品サンプル

1次良品サンプル

※異物選別試験データ

XCA-NX型 不良米選別試験結果

（異物混入率約80％）

※弊社精米工場のカラ選の不良品（異物混入率約80％）
にて選別試験実施
※70％流量にて試験実施 Copyright© 東洋ライス株式会社. All rights reserved. 6



新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ（ワンパス型） ＴＹＰＥ ４

新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ ＴＹＰＥ ４ の特徴
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新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ ＴＹＰＥ ４ の主な特徴

●新型カラーカメラと新照明の採用

フルカラーカメラ、特殊ＬＥＤ採用により、微妙な色合いの見極めが可能となり、従来機以

上の判別精度を確立し、高い選別能力を発揮しました。これにより、良米との判別が難し

い「色の薄い黄変米」や背や腹の縦方向に筋のある「背筋米や双胚米」などであっても

対応可能です。また、ＬＥＤは高出力にもかかわらず、

長寿命化（30,000h）を達成しております。
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新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ ＴＹＰＥ ４ の主な特徴

●進化したマイクロエジェクターⅡを採用

従来機ＸＣＡ ＴＹＰＥ３と比べ、噴気時間のさらなる短縮を実現。エアー消費量を約３５％

も削減することに成功しました。瞬間的な噴気力により、高混入率の原料であっても、不良

品をピンポイントに弾くことが可能です。 進化した「マイクロエジェクターⅡ」
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新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ ＴＹＰＥ ４ の主な特徴

●「クリーンフィーダー」により安定したコメの流れを追求

安定したコメを供給するクリーンフィーダーや、コメを縦に一粒ずつ整列させると共に、

ほとんど隙間なく横方向にコメの列を成型することのできる「特殊コーティングを施し

た3.8mm幅の溝形シュート」を筆頭に、流れに影響を及ぼす箇所の様々な改良によ

り、カメラ部に到達するまでのコメの流し方を改善し、コメ同士の接触率をさらに低減

させ、共連れ米の発生を限りなく減らします。
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「クリーンフィーダー」とは

均一でスムーズな流れ

【クリーンフィーダー】
自動掃除の機能を実装。
ロット終了の都度、自動的に掃
除するので、ピカピカの状態を
維持します。よって、新方式の
フィーダーは「ムラ流れ」が発生
しません。

ほ
ぼ
均
一
し
た
一
粒
並
び

【米の流れ写真】

常に安定した選別力を維持するので、安心！
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新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ ＴＹＰＥ ４ の主な特徴

●より進化したマンマシンインターフェースの提供
機械の感度設定状態や種々の自動調整状態、エジェクターの稼働状況、並びに運転中情報を、より見やすい形で一つの
画面に集約しました。さらに選別除去対象を任意で選択しやすいように各感度をイメージ画で表示しました。また従来機で定
評のある各感度ごとのエジェクター稼働状況の表示切替用スイッチ（モニター切替スイッチ）も引き続き採用し、感度ごとに
最適な選別状態を簡単に創り出せます。もちろんエジェクターの稼働状況も各感度別にグラフ・数値表示する機能も搭載し
ています。

エジェクター
動作回数表示

エジェクター
動作グラフ表示

モニター切替スイッチ

選別除去対象
感度スイッチ
（イメージ図）

運転中情報

自動調整状態
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新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ ＴＹＰＥ ４ の主な特徴

●センサーフレームのガラス清掃作業性を大幅改善

分離ホッパー内の一部の要所（分離部カバー）を脱着式に改良。これにより、後センサーフレームの開閉によるガラスの清

掃に加え、正面の分離ホッパー点検口蓋からのガラスの清掃も可能となりました。また分離ホッパー内の清掃も容易になる

ことも大きなメリットとなります。

分離部カバー
は脱着可能

13Copyright© 東洋ライス株式会社. All rights reserved.



新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ ＴＹＰＥ ４ のその他の特徴

●エジェクター故障診断装置「監視マン」搭載

●バックグランド・選別バランス・流量の自動調整機能を搭載

●エジェクター部周辺のコメや糠が堆積しやすい箇所用に、ワイパー内蔵エアーパージを搭載

●ログデータ回収機能を搭載、詳細な解析（異常発生の原因究明及び対処）が可能（メール送信必要）
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Ⅹ型：一次選別のみ ⅩD型：一次選別のみ ２パス方式

新型カラセン Ⅹ型・ⅩＤ型(一次選別のみ) 基本構造

１次⼯程

原料

良品不良品

原料

1次工程2次工程

良品

不良品 良品 不良品
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R型：リターンレス方式 RD型：リターンレス ２パス方式

新型カラセン R型・RD型(リターンレス方式)の基本構造

原料

良品 不良品

3次工程 2次工程 1次工程

良品

不良品 不良品 良品
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新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ ＴＹＰＥ ４ Ｒ型・ＲＤ型で得られる効果

●リターンレス型の特徴 ～型式 Ｒ型・ＲＤ型～

・リターンレス機構により再選別工程からの戻り米が無い為、ロット切り替え時間を大幅に抑えることができる

（最小９０秒※弊社FAシステム導入工場にて）

・コメが本機内を通過する回数が最大でも３回であるため、コメの品質劣化を大幅に抑えることが出来

機内の汚れも大幅に抑えることができる

・製品の品質が終始一定

・準通過機ともいえる構成であるため、機内循環米の残存が発生しにくく、容易にコンタミを防止できる

・不良品中の良米：不良米の比率は最大５：９５
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新型カラセン ＸＣＡ－Ｎ ＴＹＰＥ ４ 基本仕様

型式 ※4
XCA-N90 XCA-N180 XCA-N270

X XD R X XD R RD X XD R RD

エジェクター数

1次 87 43 58 174 87 116 58 261 130 174 87
2次 - 43 14 - 87 29 58 - 130 43 87
3次 - - 14 - - 29 29 - - 43 43
4次 - - - - - - 29 - - - 43

処理能力 (t/h) 3.0 1.5 3.0 6.0 3.0 6.0 3.0 9.0 4.5 9.0 4.5
※1 ※2 ※1 ※2 ※1 ※2

撮像素子 フルカラーカメラ＋NIR
光源 ⽩LED＋近⾚LED
電源 (V) 三相 200V

所要動力 (kW) 2.7 5.1 7.5

使用空気量 ※3 (Nℓ/min) 800 450 200 1600 850 400 320 2400 1250 600 480

寸法(W×D×H) (mm) 1070×1200×1750 1540×1200×1750 1990×1200×1750
本体重量 (Kg) 455 660 915

※4：Xは1パス型（1次選のみ）、XDは2パス型（1次選のみ）、Rは1パスリターンレス型、RDは2パスリターンレス型

※3：使用空気量は、※１※２の最大混入率対応時。条件により異なります。

※1：原料中の不良品混入率が20％まで ※2：原料中の不良品混入率が1.5％まで
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新型カラセン（XCA）導入で得られるロット切替時間の短縮効果

● 新型カラセン の導入によりロット切り替え時間を大幅に短縮出来た際の費用効果
（※A社にて、新型カラセンＸ型を採用して頂いた事例でご紹介をします）

精米ライン稼働またカラセン設置に於ける必要固定経費

①作業員の人件費・・・・年間 約3,000万円
※従事作業人数５人、１人約６００万円／年間として計算

②カラセン設備の償却費・・・・年間 約300万円
※新設備設置費用 約３，０００万円、減価償却期間１０年で計算

③その他固定費
※水道料金、電気使用料金等が必要となるが稼働状況により変動するので今回の経費には含まないとする。
※その他、設備の償却費も今回の経費に含まないものとする。

上記より、必要とする固定経費を計算すると、年間で合計約3,300万円（①②の合計）となり、
年間300日稼動、1日の作業時間を8時間で計算すると、

１時間当たりの固定経費は、 13,750円となります。
（3,300万円（年間固定費）÷300日（稼働日数）÷8時間（1日の作業時間））

固定経費は、何もせずとも１時間ごとに消えていく費用となります。

参考資料
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新型機導入によりロット切替時間を毎回5分短縮できると考え
1日10ロットとし、その無駄な『ロスタイム』を計算すると、

5分（ロット切替のロスタイム）×10回（ロット切替回数）＝50分

1日当り50分（0.83時間）の固定経費のロスを削減できます。

50分（0.83時間）×13,750円＝11,412円／日の無駄な固定経費が削減されます。

年間では、約340万円（11,412円×３００日）、

10年間では、約3,400万円の削減効果となります。

新型カラセン導入に於ける、ロット切替時間の短縮効果

参考資料
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